
はじめての中医学4時間目　
病気の原因は３つ「外因・内因・不内外因」
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自己紹介

講師：河口あすか
三児の母 

カメラマン／ライター

監修：神谷成美
二児の母
足つぼ・経筋施術そえる堂
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はじめての中医学
［1時間目］西洋医学と中医学の違い・陰陽論

［2時間目］万物を５つに分ける考え方、五行論

［3時間目］気・血・水を知ってバランスを整える 

［4時間目］病気の原因は３つ「外因・内因・不内外因」

［5時間目］見て、聞いて、話して、触って診断する四診（ししん）

［6時間目］あなたの「今の状態」がわかる！八綱弁証、気血津液弁証

［7時間目］人体の中にある気血水の通り道「経絡」

［8時間目］中医学理論に基づいた食材を使った養生方法「薬膳」

［9時間目］複数の薬効成分を組み合わせて作られた薬剤「漢方」
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台湾で白キクラゲ食べてきまし
た！
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中医学における病気の原因とは

• 季節の変化や環境因子＝外因

• 人間の行き過ぎた感情＝内因

• 生活習慣＝不内外因
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五行論とは
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西洋医学・現代医学と中医学の違い
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内因ー七情
喜、怒、思、悲、憂、恐、驚
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• 遠足の前の日にワクワクして眠れない→「喜」の感情が高
ぶり「心（感情を支配する臓器）」に影響を与える

• 恐怖でチビる→「恐・驚」の感情が変動し「腎（水分の代
謝を司る臓器）」に影響を与える

• 考えすぎて食欲がない→「思」の感情が過度になり「脾
（消化吸収を司る臓器）」に影響を与える

• 怒りで顔や目が真っ赤→「怒」の感情が「肝（判断力など
を司る臓器）」に影響を与える
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外因ー六邪
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季節と六邪
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陰虚とは
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腎経のツボー湧泉

腎の重要なツボである湧泉とい
うのが足裏にあり、ここから熱
が吹き出している。 

靴下を脱ぎたがる大人がいるの
はこのせいです。
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不内外因ー飲食の質と量の不適、
４つの逸労
【飲食失節】飲食の節度がなくなること。食べ過ぎ、食が細
い、不衛生なものを食べる、同じ味のものを食べ続ける偏食
など

【労逸】過剰な仕事や遊びや勉強、房事（過度の性生活）や
休みすぎ

【五労】目の酷使（久視）、寝たきり（久臥）、座り続ける
（久坐）、歩き続ける（久行）、立ち続ける（久立）
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飲食失節
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4つの労逸
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五労
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肝・胆のう
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臓器の表裏とは
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肝・胆のうの不調
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涙は透明の血
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心・小腸
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心・小腸の不調
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【汗は心の液】

①    自汗(じかん)：日中に出る汗で、気温や服装、活動量にかかわらず、しきりに
汗が出る。

②    盗汗(とうかん)：夜間に出る寝汗で、寝ている間は汗が出て、目が覚めると汗
が止まっている。

③    脱汗(だっかん)：大量の汗やあぶら汗で、手足の冷えや息切れなどを伴う。危
篤状態の時に見られるため、『絶汗』ともいわれる。

④    戦(せん)汗(かん)：風邪などの病気の時に、悪寒の後に突然出る汗。

⑤    黄汗(おうかん)：黄疸などに伴う黄色い汗。
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脾・胃
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脾・胃の不調
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肺・大腸
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肺・大腸の不調
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腎・膀胱
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腎の不調
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本日のまとめ

外因（季節的な要因）

内因（メンタル由来の要因）

不内外因（飲食の質や労働の過不足）

病気は大きく分けて３つの原因の１つまたは複数からきてい
る！！！
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【次回予告】
5/13(水)見て、聞いて、話して、触って診断する四診（し
しん）

次回はいよいよ診断！

中医学では西洋医学とは違う特徴的な診断方法である四診

• 望診（患者の動作や状態を見て診察する方法。顔色、舌の色や状態、分泌物や排泄物の変化な
ど）

• 問診（患者が感じている痛みや熱などの自覚症状、病歴、既往歴など情報を集める診察方法）

• 聞診（患者の声や呼吸音、話し方、咳の音を聞く方法）

• 切診（実際に患者に触れて行う診察方法で、お腹に触れて筋肉の緊張度や内臓の状態などを診
察する方法）

これがわかると、人を見ただけで不調の臓器がわかってしまう、魔女のような存在になれますw
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